
市 議 会 だ よ り 第２７０号（3） 2025年（令和７年）５月10日

　２月定例会では、７つの会派が代表質問を行いました。代表質問を行った会派の発言順及び発言時間

（答弁含む）は次のとおりです。

　創生市川・自民党第１（210 分）、公明党（180 分）、創生市川・自民党第２（120 分）、新しい流れ（120

分）、市民クラブ（105 分）、日本共産党（105 分）、チームいちかわ（105 分）

※�２次元コードから代表質問の動画を YouTube にてご覧いただけます。ご覧いただけない場合は、恐れ

入りますが議会事務局議事課までお問い合わせください（０４７－７１２－８６７３）。
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山
ひ
ろ
か
ず

問　
令
和
７
年
１
月
28
日
、
埼

玉
県
八
潮
市
で
下
水
道
管
の
破

損
に
よ
る
道
路
陥
没
事
故
が
発

生
し
、
大
規
模
な
捜
索
や
復
旧

作
業
が
続
い
て
い
る
。
破
損
し

た
下
水
道
管
は
使
用
開
始
か
ら

40
年
程
度
経
過
し
た
も
の
と
の

こ
と
で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て

も
40
年
以
上
経
過
し
た
下
水
道

管
が
使
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
が

あ
り
、
多
く
の
市
民
か
ら
不
安

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
本
市
の
下
水
道
管
路
の

状
況
及
び
今
後
の
対
策
を
問
う
。

答　
本
市
で
は
、
昭
和
36
年
か

ら
下
水
道
整
備
を
進
め
て
き
た

が
、
整
備
時
期
の
早
い
真
間
・

菅
野
地
区
で
は
小
規
模
な
道
路

陥
没
が
発
生
し
て
い
る
。
発
生

件
数
は
、
令
和
５
年
度
が
27
件
、

６
年
度
が
35
件
で
あ
っ
た
が
、

速
や
か
な
修
繕
対
応
等
に
よ
り
、

感
じ
る
。
本
市
で
は
、
中
山
参

道
の
魅
力
向
上
等
の
た
め
「
中

山
参
道
活
性
化
事
業
」
を
令
和

７
年
度
か
ら
進
め
て
い
く
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
具
体
的
な
内

容
と
今
後
の
進
め
方
を
問
う
。

答　
中
山
参
道
活
性
化
事
業
で

は
、
期
間
を
定
め
て
希
望
者
に

空
き
店
舗
を
貸
し
出
す
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
や
、
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
中
山

法
華
経
寺
の
文
化
遺
産
を
含
め

た
地
域
一
帯
の
周
知
を
行
う
ほ

か
、
生
み
出
さ
れ
た
に
ぎ
わ
い

が
一
過
性
の
も
の
に
な
ら
な
い

よ
う
、
向
か
う
べ
き
将
来
像
を

明
確
に
す
る
「
中
山
参
道
活
性

化
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
今
後
は
、
街
づ
く

り
に
関
し
て
専
門
的
な
知
見
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
事
業
者
に
こ

れ
ら
の
事
業
を
委
託
し
、
本
市
、

中
山
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
事

問　
（
仮
称)

押
切
・
湊
橋
（

以
下
「
押
切
・
湊
橋
」
と
い
う

）
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
東

西
線
行
徳
駅
の
利
用
者
や
市
道

０
１
０
４
号
行
徳
駅
前
通
り
の

人
通
り
の
増
加
が
想
定
さ
れ
、

行
徳
地
域
に
お
け
る
交
通
の
流

れ
も
大
き
く
変
わ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
行
徳
駅
前
に
は
ロ
ー

タ
リ
ー
が
な
く
、
路
線
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
が
道
路
の
路
肩
に
停

車
し
て
い
る
状
況
も
見
受
け
ら

れ
、
円
滑
な
交
通
に
少
な
か
ら

ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
押
切
・
湊
橋

整
備
の
進
捗
状
況
及
び
周
辺
の

街
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
。

答　
押
切
・
湊
橋
の
整
備
は
、

県
と
東
京
都
に
よ
る
事
業
で
あ

り
、
現
在
、
県
が
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
の
設
計

な
ど
を
進
め
て
い
る
。
押
切
・

湊
橋
及
び
市
道
０
１
０
４
号
は
、

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
25
号

湊
海
岸
線
と
し
て
都
市
計
画
決

定
さ
れ
、
そ
の
大
部
分
が
整
備

済
み
と
概
成
済
み
に
な
っ
て
お

り
、
残
っ
て
い
る
押
切
・
湊
橋

の
事
業
区
間
が
完
成
す
る
こ
と

で
、
都
内
へ
の
幹
線
道
路
と
な

る
。
そ
こ
で
、
行
徳
駅
入
口
交

差
点
か
ら
新
浜
通
り
交
差
点
ま

で
の
無
電
柱
化
と
自
転
車
レ
ー

ン
の
整
備
や
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

の
待
機
場
所
の
見
直
し
を
行
い
、

交
通
の
円
滑
化
及
び
利
用
者
の

利
便
性
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

詳
細
設
計
を
進
め
て
い
く
。

問　
数
々
の
国
宝
や
重
要
文
化

財
を
有
す
る
中
山
法
華
経
寺
に

続
く
中
山
参
道
は
、
非
常
に
高

い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
も
の

の
、
高
齢
化
な
ど
か
ら
空
き
店

舗
が
目
立
ち
、
本
来
あ
る
べ
き

魅
力
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
と

業
者
の
３
者
が
連
携
し
て
、
本

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

人
的
な
被
害
等
に
つ
な
が
る
事

案
は
な
か
っ
た
。
現
在
、
老
朽

化
対
策
と
し
て
、
下
水
道
ス
ト

ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基

づ
き
、
真
間
・
菅
野
地
区
で
の

改
修
を
進
め
て
お
り
、
５
年
度

の
改
修
率
は
対
象
と
な
る
管
路

延
長
約
64
㎞
に
対
し
て
約
５
％

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
老
朽

化
対
策
に
加
え
、
未
普
及
地
域

の
早
期
解
消
や
施
設
の
耐
震
対

策
を
効
率
的
に
進
め
て
い
く
。

下
水
道
管
路

の
老
朽
化

中
山
参
道

の
活
性
化

行
徳
駅
周
辺

の

整

備

（仮称）押切・湊橋（完成イメージ図）

問　
急
病
診
療
所
は
年
末
年
始

が
繁
忙
期
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
際
の
待
ち
時
間
は
、
受
付
か

ら
診
療
ま
で
に
３
時
間
以
上
、

会
計
や
薬
の
受
け
渡
し
ま
で
含

め
る
と
５
時
間
近
く
に
及
ぶ
状

況
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た

状
況
を
緩
和
す
る
た
め
に
は
、

医
療
従
事
者
の
増
員
を
始
め
、

現
在
の
決
済
方
法
が
現
金
の
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
カ
ー
ド
決

済
の
導
入
や
、
実
施
し
て
い
る

医
療
機
関
が
増
え
て
い
る
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
を
取
り
入
れ
る
な

ど
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
市
で

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
改

善
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
年
末
年
始
は
感
染
症
の
流

行
に
伴
い
、
患
者
数
が
増
加
す

る
こ
と
か
ら
、
医
療
従
事
者
の

増
員
を
図
り
、
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
令
和

６
年
夏
よ
り
、
患
者
の
問
診
票

記
載
と
看
護
師
の
聞
き
取
り
作

業
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

問
診
票
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
は
、
年
末

年
始
な
ど
の
混
雑
緩
和
に
向
け
、

６
年
度
の
状
況
を
踏
ま
え
、
医

師
会
や
薬
剤
師
会
な
ど
の
関
係

機
関
と
の
協
議
を
継
続
し
、
引

き
続
き
、
運
営
体
制
の
整
備
や

人
員
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

置
を
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら

犯
罪
の
プ
ロ
の
組
織
に
対
応
で

き
る
か
不
安
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
を
守
る
に
は
、
警
察
の
更

な
る
尽
力
に
期
待
す
る
し
か
な

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
の
警
察
と
の
連
携
の

方
法
を
見
直
し
、
犯
罪
発
生
情

報
の
適
時
開
示
や
検
挙
率
の
公

表
を
警
察
に
要
望
す
る
考
え
は

あ
る
か
。
ま
た
、
最
近
開
発
さ

れ
た
Ａ
Ｉ
機
能
付
き
防
犯
カ
メ

ラ
の
導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答　
犯
罪
の
発
生
状
況
に
つ
い

て
は
、
千
葉
県
警
察
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
市
町
村
別
に
公
表
さ

れ
て
い
る
が
、
検
挙
率
は
公
表

さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
公
表
さ

れ
て
い
る
以
上
の
情
報
を
公
表

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
千
葉

県
警
察
に
申
し
入
れ
を
し
て
い

く
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
機
能
付
き
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
導
入
に
つ
い
て

通
貨
を
決
済
手
段
だ
け
で
な
く
、

市
と
市
民
が
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

の
機
能
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
Ｉ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
ア
プ
リ
に
は
、
利

用
者
に
お
知
ら
せ
を
配
信
す
る

プ
ッ
シ
ュ
通
知
の
機
能
が
あ
る
。

こ
の
機
能
を
使
用
し
て
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
の

配
信
を
行
う
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の

活
用
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

加
え
、
加
盟
店
の
増
加
や
行
政

ポ
イ
ン
ト
の
充
実
に
よ
り
Ｉ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
利
用
が
拡
大
す
れ

ば
、
購
買
デ
ー
タ
の
分
析
な
ど
、

様
々
な
用
途
で
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
昨
今
、
犯
罪
の
手
口
が
多

様
化
し
、
特
殊
詐
欺
や
強
盗
な

ど
が
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

本
市
で
も
同
様
の
事
件
が
発
生

し
て
い
る
。
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

は
、
危
険
人
物
の
判
断
基
準
や
、

導
入
し
て
い
る
自
治
体
の
運
用

状
況
な
ど
の
情
報
を
収
集
す
る

と
と
も
に
、
調
査
・
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
基

盤
と
す
る
こ
と
で
、
Ｎ
Ｆ
Ｔ
（

非
代
替
性
ト
ー
ク
ン
）
や
、
Ｄ

Ａ
Ｏ
（
自
立
分
散
型
組
織
）
な

ど
の
最
新
技
術
と
連
携
し
、
新

た
な
価
値
を
創
出
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
る
。
本
市
も
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
で
、「
デ
ジ
タ
ル
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
市
川
」
と
し
て
、
人
口

の
流
入
も
期
待
で
き
る
た
め
、

先
進
的
な
取
り
組
み
を
求
め
た

い
。
そ
こ
で
、
デ
ジ
タ
ル
地
域

急
病
診
療
所

防
犯
対
策

デ
ジ
タ
ル

地
域
通
貨

新
し
い
流
れ

に〔
総
括
質
問
者
〕

し
む
た
勲

沢
田
あ
き
ひ
と

石
原
よ
し
の
り
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鉄
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